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発行 幸区役所総務企画課

企画調整担当 
〒212‐8570 
 幸区戸手本町 1‐11‐1 
電話 （556）6612 
FAX （555）3130 
メールアドレス 
63soumu@city.kawasaki.jp 

□区民会議委員長　◇区民会議副委員長

◎専門部会部会長　○専門部会副部会長

委員名 推薦団体もしくは公募（公募にあたり提案した内容）

　青山　一 幸区自主防災連絡協議会

　荒井　康男 幸区医師会

　齋藤　茂 幸区PTA協議会

　小林　豊 川崎市幸区社会福祉協議会

○末兼　卓 公募（地震災害施策の推進）

　綱川　幸子 幸区老人クラブ連合会

◎手塚　善雄 幸区文化協会

　萩原　保夫 幸区民生委員児童委員協議会

□葉山　直次 幸区保護司会

　安岡　信一 川崎市幸区交通安全対策協議会

委員名 推薦団体もしくは公募（公募にあたり提案した内容）

◎今井　淑子 さいわい市民活動懇談会

　小保方健次 幸区子ども会連合会

　小島　春男 幸区町内会連合会

　酒井　道子 公募（子育て世代に優しいまちづくり）

◇庄司　佳子 さいわいリバーウォッチング実行委員会

　菅野　勝之 幸区まちづくり推進委員会

　成田　信子 公募（子どもの安全についての課題解決）

　根本　健 公募（緑化推進）

　深瀬　和則 日吉商店街連合会

○松世　三重子夢こんさぁと実行委員会

専門部会Ａ：安全・安心すこやか部会

専門部会Ｂ：子育て・環境・魅力づくり部会

　委員名簿
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               19 年度第１回開催  

6 月 7 日(木)、午後 6 時 30 分から平成

19年度第1回幸区区民会議が幸区役所第

１会議室で開催されました（傍聴者 4 名）。 

会議では、「健康で生きがいをもてる地域

づくり」と「安心して子育てできる環境づくり」

の 2 つの審議テーマについて、各部会での 

検討状況の説明（2・3 ページに掲載）と意

見交換を行いました。 

また報告事項として、区民会議からの提案に対する取り組み（4 ページに掲載）や、区民ア

ンケートの実施結果及び平成 19 年度協働推進事業についての報告がされました。 

第 2 回区民会議は平成１9 年 7 月末～8 月上旬をめどに行われる予定です。 

 

審議結果 

 

□審議事項 

（１）「健康で生きがいをもてる地域づくり」 

について 
地域の自主活動グループ等の人材育成・取組 
紹介などの充実。必要な情報発信を広報紙で充 
実させる。「（仮称」さいわい健康づくり応援団」 
を結成して取組むなどを検討 

（２）「安心して子育てできる環境づくり」 

について 
身近な所に交流の場を増やす、3 ヶ月健診等の 
機会を利用した情報の提供、ふれあい子育て 
事業（子育てヘルパー派遣）の充実、地域で 
の多世代によるサポートなどを検討。 

 

□報告事項 

（１）区民会議からの提案に対する取り組み 

（２）区民アンケートの実施結果について 

（３）平成 19 年度協働推進事業について 

 

□その他 

（１）今後の区民会議の開催時期について 

 

 

さ い わ い く く み ん か い ぎ 
平成 19 年 6 月 19 日 
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テーマ  健康で生きがいをもてる地域づくり 

～身近な地域での高齢者の健康づくり～ 

 

検討事項１  身近な地域での健康維持・増進の取組 
 

地域で健康づくりに取組む団体などの活動を中心に、 

身近な地域での、健康の維持・増進の取組を進める。 

検討の状況 

幸区役所保健福祉センターが把握している高齢者の健康づくり 

に関する自主活動グループの中から協力の得られた４団体へ視察などを行った。  

２つの団体（今年から団地の広場で本格的に活動をはじめた健康体操を行う団体、町内 

会館で転倒予防教室などを行う団体）を視察して、残りの２つの団体（10 年活動している 

ウォーキングの団体、区役所の男性料理教室に参加した方を対象とした団体）には調査票にて実施。 

 運営上の課題として、 ○役員のなり手がない, ○男性会員が少ない、 ○活動への 

指導者などが少ない、○PR や宣伝などのノウハウが不足 などの意見があった。 

解決に向けた取組 

人材の育成、地域での活動紹介・情報提供の充実、男性の参加を広げる 

□地域の健康づくり活動を紹介、情報の提供  

□自主活動グループなどを対象とした活動や運営に役立つ講習会の拡充 

□地域の自主活動を支援するサポーター（ボランティア）の養成講座の拡充 などを検討。 
 
 

検討事項２  健康づくり・介護予防の情報発信 
 

できるだけ要介護になることなく元気で生きがいをもって長く生活できるように、 

日ごろからの健康づくり、介護予防の重要性を幅広く情報発信する 

検討の状況（アンケート結果も参考としながら検討） 

（１）健康づくりについて、高齢者の方はどこから情報をえているか、どのような情報を必要とし 

ているか。 

（２）情報提供の手段でもある講演会について、多くの方に参加してもらうためのあり方 

 解決に向けた取組 

□高齢者は市政だよりなど役所の広報紙から情報を得ているので、健康づくりの特集、地域 

の健康づくり小冊子の作成など広報を充実させる。 

□区役所と区民・関係団体などが一緒に企画する「健康づくり講演会」を、「老人いこいの家」 

など身近な地域を巡回して開催する。 

□ウォーキングや散策活動等と健康づくり講演会が一緒になった取組。  などを検討。 

 
 

実現に向けた手段としては、解決に向けた取組を区役所と関係団体等で構成する実行委員会 
組織による「（仮称）幸区健康づくり倶楽部（応援団）」を結成して進めることを検討。 

 

 

専門部会 A（安全・安心すこやか部会）の検討状況 
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 テーマ  安心して子育てできる環境づくり 

検討１ 子どもと共に過ごせる安心・安全な環境整備と子育て交流の場づくり 

○乳幼児を持つ親だけでなく、全ての人に対し負担が少なく安全に行動できる駅や商店街を含

めた道路整備の推進が必要ではないか。 

○交流の場でもある公園、世代を超えて安全に遊べる場として魅力ある 

公園づくりを。 

○お寺や神社の場の活用も良いのでは。 

○子育ての楽しみや喜びを分かち合える場として、ベビーカーで歩い 

ていける小学校区に子育て広場などの交流の場が各一ヶ所あると良い。 

 

検討２ 子どもの豊かな心をつちかう環境づくり 

○子ども達の 0 歳から 3 歳までに形成される豊かな人間性を育む心の教育の一つとして絵本の

読み聞かせの推進。読み聞かせのほかにもどのようなものがあるか。どう活用すると良いか

などを検討。 

 

検討３ 家にいるお母さん・お父さんの精神的なサポートを含めた支援と情報発信 

課題：孤立、子育てに不慣れな保護者が増加する中、どんな支援が必要かを知る必要がある。 

○子どもの定期健康診査の際にアンケートを実施して、その年齢に合わせた問題点をとってい

くことでニーズにあった課題が見えてくるのではないか。 

○情報が氾濫し、本当に必要なものがわからなくなるが、子育て広場等でのイベントや情報が 

うまく活用されると良いのではないか。 

 

検討４ 働くお母さん・お父さんの環境整備と支援 

課題：約 18％の方が保育園を利用、認可保育所申請者数は年々若干増し、待機児童数は減っ

てはいるがまだいる状況。 

○保護者の働く形態に合わせた保育の充実、仕事や子育てをしやすい環境を整備する必要 

○ふれあい子育てサポート事業について、シニア世代も巻き込みながら、区役所や市民館を会

場に子育てヘルパー登録研修を増やして、子育てヘルパーの養成をしたらどうか。 

  他にどういう団体の協力や、どういう仕組みが考えられるか。 

 

検討５ 地域に根ざした、世代を超えたサポート 

○ 地域における主任児童委員や民生委員、地域教育会議等の協力、シニアの方にも協力し

てもらい、地域交流の薄い家庭とのつながりを、気軽な 

形で声掛けができる、地域での多世代によるサポートができると良い。 

地域やシニアの方々の力をどういう風にすれば協力 

いただけるか。 

他にどういう団体の協力や、どういう仕組みが 

考えられるか。などを検討 

 

 

専門部会 B（子育て・環境・魅力づくり部会）の検討状況
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区民会議からの提言に対する取り組み状況 

平成 18 年度の幸区区民会議では、「地域防災活動の推進」と「魅力づくりと市民活動 

の推進」の 2 つの審議テーマについて、提言がまとめられました。 

区役所と区民とが協働で取り組むもの、地域や区民が取り組むものなど、みんなで提言

の実現に向けた取り組みを行っていくことが大切です。取り組み状況を区民会議で適宜報

告します。 

主な取り組み状況（平成19年6月7日）

地
域
防
災
活
動
の
推
進

◆モデルとなる避難所の設置に向けた
　町内会・自治会との調整

◆「防災フェア」の実施に向けた準備

◆個別避難所運営マニュアルの作成準備

魅
力
づ
く
り
と

市
民
活
動
の
推
進

◆「日吉の『わッ』～日吉のタカラモノを
　次世代につなげるネットワーク」を結成
◆地域の団体とも協力しながら夢見ヶ崎動
　物公園を会場にした「夢こんさぁと」を実施
　予定
◆「幸市民協働プラザ」の広報、「さいわい
　コミュニティサイト」の機能拡充

知ってもらおう！地域の生活を豊かにする活
動  一つひとつつながることで広がる魅力

○各団体が横につながる取り組みを進めるよう、
各団体の接点をつくっていこう

○地域のさまざまな団体がつながるように、取り
組みの活性化を図るため、情報提供をしていこう

避難所の運営訓練から広げよう、助け合う
地域の力

○避難所運営を行い、地域の関係団体が役割を
分担して、よりに実践的に取り組みます

○避難時に救護の必要な人への対応策を検討し
ていきます

提　　言

 
 

 

専門部会次回開催のお知らせ 

 各専門部会の次回の開催は次のとおりです。（傍聴できます当日先着５名） 

○安全・安心・すこやか部会 

 「健康で生きがいをもてる地域づくり」 

◇開催日時  ７月 12 日（木） 18：00～  

◇場 所  幸区役所プレハブ会議室 

◇内 容  第１回区民会議の結果にもとづく検討、部会のまとめ 

○子育て・環境・魅力づくり部会 

   「安心して子育てできる環境づくり」 

◇開催日時  ７月 3 日（火） 18：30～  

◇場 所  幸区役所プレハブ会議室 

   ◇内 容  第１回区民会議の結果にもとづく検討、 

部会のまとめ 

 

＊幸区ホームページにも区民会議の情報を掲載しています 
http://www.city.kawasaki.jp/63/63saiwai/home/index.html 


